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                                         ２０２２年３月 

先生各位 

 

新規受託開始のお知らせ 
 

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。 

 このたび､下記検査項目の受託を開始いたしますので､ご利用いただきたくご案内

申し上げます。 

謹白 

 

記 

 

■新規受託項目： 

 

 

 

 

 

 

 

 

■新規受託開始日： ２０２２年 ３月 ２８日（月）受付分より 

 

＜ご案内＞ 

・ 項目コードが新規登録のため、電子カルテ・健診システム等をご利用の際は、 

お使いのメーカーのサポート窓口へ項目紐付けの依頼をご連絡ください。 

   ・ 検査依頼書にてご依頼の場合には、細菌検査依頼書をご利用ください。 

以上 

※ 裏面をご覧下さい。 

項目コード 検査項目名 

５７３０ 淋菌／クラミジア・トラコマチス同時核酸検出(TMA) ぬぐい液 

５７３１ 淋菌／クラミジア・トラコマチス同時核酸検出(TMA) 尿 

５７３２ 淋菌／クラミジア・トラコマチス同時核酸検出(TMA) うがい液 

５７３３ 淋菌核酸検出（ＴＭＡ） ぬぐい液 

５７３４ 淋菌核酸検出（ＴＭＡ） 尿 

５７３５ 淋菌核酸検出（ＴＭＡ） うがい液 

５７３６ クラミジア・トラコマチス核酸検出（ＴＭＡ） ぬぐい液 

５７３７ クラミジア・トラコマチス核酸検出（ＴＭＡ） 尿 

５７３８ クラミジア・トラコマチス核酸検出（ＴＭＡ） うがい液 



 

 

 

●淋菌／クラミジア・トラコマチス核酸検出（TMA） 

淋菌（Neisseria gonoｒｒhoeae）感染症又はクラミジア・トラコマチス（Chｌamydia trachomatis）感染症は、頻度の高
い性感染症（ＳＴＤ）である。淋菌感染症又はクラミジア・トラコマチス感染症が疑われる場合、又は両方の菌の重

複感染が疑われる場合、淋菌、クラミジア・トラコマチスの同定のため、患部の分泌物中又は初尿中の淋菌、クラ

ミジア・トラコマチスを同時に遺伝子診断法（ＴＭＡ法：Transcription Mediated Amplification）により迅速に検出する

方法であり、重複感染の診断が可能である。特異性の高い塩基配列の選択によりＰＣＲ法での淋菌の検出で問 

題となる口腔内常在のナイセリア属の N. subflavaと N. cinereaの影響を受けず測定が可能です。 

 

 

 

検体材料・検体量 泌尿器・子宮頸部・咽頭  分泌物 初尿 ２.０ ｍL うがい液 ２.０ ｍL 

容 器 

スワブ採取セット（ＡＰＴＩＭＡ－Ｓ） うがい液・尿採取セット（ＡＰＴＩＭＡ－Ｕ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

検 査 方 法 ＴＭＡ－ＨＰＡ法 

保 存 方 法 室温（開封厳禁） 

所 要 日 数 ２ ～ ４ 日 

 

検 査 項 目 名 淋菌／クラミジア・トラコマチス同時核酸検出（ＴＭＡ） 

検体材料・検体量 泌尿器・子宮頸部・咽頭  分泌物 初尿 ２.０ ｍL うがい液 ２.０ ｍL 

項 目 コ ー ド ５７３０ ５７３１ ５７３２ 

基 準 値 
淋菌 ： （－）   

クラミジア・トラコマチス ： （－）   

保 険 点 数 
２７８ 点＊「Ｄ０２３ ５」淋菌及びクラミジア・トラコマチス同時核酸検出 

（２０２２年４月１日以降 ２７０点） 

判 断 料 １５０ 点 （微生物学的検査判断料） 

備 考 

＊： 

 

 

（１） 淋菌及びクラミジア・トラコマチス同時核酸検出は、クラミジア・トラコマチス感染症若しくは淋菌感

染症が疑われる患者又はクラミジア・トラコマチスと淋菌による重複感染が疑われる患者であっ

て、臨床所見、問診又はその他の検査によっては感染因子の鑑別が困難なものに対して治療法

選択のために実施した場合及びクラミジア・トラコマチスと淋菌の重複感染者に対して治療効果判

定に実施した場合に算定できる。ただし、「Ｄ０１２」感染症免疫学的検査の淋菌抗原定性、同区分

のクラミジア・トラコマチス抗原定性、「Ｄ０１８」細菌培養同定検査（淋菌及びクラミジアによる感染

を疑って実施するもの）、本区分の淋菌核酸検出又はクラミジア・トラコマチス核酸検出を 

併せて実施した場合は、主たるもののみ算定する。 

 （２） 淋菌及びクラミジア・トラコマチス同時核酸検出は、ＴＭＡ法による同時増幅法並びにＨＰＡ法及び

ＤＫＡ法による同時検出法、ＰＣＲ法による同時増幅法及び核酸ハイブリダイゼーション法による

同時検出法、ＳＤＡ法又はＴＲＣ法による。淋菌及びクラミジア・トラコマチス同時核酸検出は、泌尿

器、生殖器又は咽頭からの検体（尿検体を含む）によるものである。なお、ＴＭＡ法による同時増

幅法並びにＨＰＡ法及びＤＫＡ法による同時検出法、ＳＤＡ法、ＰＣＲ法による同時増幅法及び核酸

ハイブリダイゼーション法による同時検出法又はＴＲＣ法においては咽頭からの検体も算定 

できる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検 査 項 目 名 淋菌核酸検出（ＴＭＡ） 

検体材料・検体量 泌尿器・子宮頸部・咽頭  分泌物 初尿 ２.０ ｍL うがい液 ２.０ ｍL 

項 目 コ ー ド ５７３３ ５７３４ ５７３５ 

基 準 値 （－）   

保 険 点 数 ２０４ 点＊「Ｄ０２３ ３」淋菌核酸検出 

判 断 料 １５０ 点 （微生物学的検査判断料） 

備 考 

＊： 

 

（１） 淋菌核酸検出、「Ｄ０１２」感染症免疫学的検査の淋菌抗原定性又は「Ｄ０１８」細菌培養同定検査 

（淋菌感染を疑って実施するもの）を併せて実施した場合は、主なもののみ算定する。 

 （２） 淋菌核酸検出は、ＤＮＡプローブ法、ＬＣＲ法による増幅とＥＩＡ法による検出を組み合わせた方

法、ＰＣＲ法による増幅と核酸ハイブリダイゼーション法による検出を組み合わせた方法、ＳＤＡ

法、ＴＭＡ法による同時増幅法並びにＨＰＡ法及びＤＫＡ法による同時検出法又はＴＲＣ法による。

淋菌核酸検出は、泌尿器、生殖器又は咽頭からの検体（尿検体を含む）によるものである。な

お、ＳＤＡ法、ＰＣＲ法による増幅と核酸ハイブリダイゼーション法による検出を組み合わせた方

法、ＴＭＡ法による同時増幅法並びにＨＰＡ法及びＤＫＡ法による同時検出法又はＴＲＣ法による 

同時検出法においては咽頭からの検体も算定できる。 

 （３） 淋菌及びクラミジア・トラコマチス同時核酸検出と、「Ｄ０１２」感染症免疫学的検査の淋菌抗原定

性、同区分のクラミジア・トラコマチス抗原定性、「Ｄ０１８」細菌培養同定検査（淋菌及びクラミジア

による感染を疑って実施するもの）、本区分の淋菌核酸検出又はクラミジア・トラコマチス核酸 

検出を併せて実施した場合は、主たるもののみ算定する。 

 

検 査 項 目 名 クラミジア・トラコマチス核酸検出（ＴＭＡ） 

検体材料・検体量 泌尿器・子宮頸部・咽頭  分泌物 初尿 ２.０ ｍL うがい液 ２.０ ｍL 

項 目 コ ー ド ５７３６ ５７３７ ５７３８ 

基 準 値 （－）   

保 険 点 数 
１９８ 点＊「Ｄ０２３ ２」クラミジア・トラコマチス核酸検出 

（２０２２年４月１日以降 １９３点） 

判 断 料 １５０ 点 （微生物学的検査判断料） 

備 考 

＊： 

 

（１） クラミジア・トラコマチス核酸検出と「Ｄ０１２」感染症免疫学的検査のクラミジア・トラコマチス抗原 

定性を併用した場合は、主なもののみ算定する。 

 （２） クラミジア・トラコマチス核酸検出は、ＰＣＲ法、ＬＣＲ法、ハイブリッドキャプチャー法若しくはＴＭＡ

法による同時増幅法並びにＨＰＡ法及びＤＫＡ法若しくは核酸ハイブリダイゼーション法による同

時検出法、ＳＤＡ法又はＴＲＣ法により、泌尿器、生殖器又は咽頭からの検体により実施した場合

に 

限り算定できる。 

 （３） 淋菌及びクラミジア・トラコマチス同時核酸検出と、「Ｄ０１２」感染症免疫学的検査の淋菌抗原定

性、同区分のクラミジア・トラコマチス抗原定性、「Ｄ０１８」細菌培養同定検査（淋菌及びクラミジア

による感染を疑って実施するもの）、本区分の淋菌核酸検出又はクラミジア・トラコマチス核酸 

検出を併せて実施した場合は、主たるもののみ算定する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●判定一致率 

 

※なお、現行の SDA 法によるクラミジア・トラコマチス核酸増幅同定（項目コード：２６８・２６９）、淋菌核酸増幅同

定（項目コード：２８８・２８９）及び、淋菌／クラミジア・トラコマチス同時核酸増幅同定（項目コード：２７０・２９８）

は、測定試薬販売中止のため、２０２２年３月２６日（土）受付分を持ちまして受託中止させていただきます。  

早めの切り替えをお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【淋菌（尿）】 【クラミジア・トラコマチス（尿）】

＋ － 合計 ＋ － 合計

＋ 24 0 24 ＋ 23 0 23

判定保留 0 0 0 判定保留 1 0 1

－ 0 17 17 － 0 17 17

合計 24 17 41 合計 24 17 41

陽性一致率　： １００.０　％ 陽性一致率　： １００.０　％
陰性一致率　： １００.０　％ 陰性一致率　： ９４.０　％
全体一致率　： １００.０　％ 全体一致率　： ９７.０　％
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